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結とぴあオープン！
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１
．市
民
に
身
近
な
庁
舎

２
．「
大
野
市
の
顔
」と
し
て
の
庁
舎

３
．ひ
と
に
や
さ
し
い
庁
舎

４
．地
球
環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎

５
．災
害
に
強
く
安
全
で

　
　
　
　
　

安
心
な
庁
舎

建
築
面
積
　
３
，
５
５
０
平
方
㍍

延
床
面
積
　
７
，
８
６
０
平
方
㍍

構
造
　
鉄
骨
造
３
階
建
て

概
算
工
事
費
　
33
億
円

　
建
物
の
外
観
は
、
三
番
通
り
か

ら
見
た
景
観
に
配
慮
し
、
水
平
な

屋
根
と
水
平
に
連
続
す
る
窓
を
設

置
し
、
結
と
ぴ
あ
と
の
一
体
感
や

連
続
性
を
重
視
し
ま
す
。

外
装
の
考
え
方

新
し
い
市
役
所
設
計
の

５
つ
の
基
本
方
針

設
計
の
概
要

目次

http://www.city.ono.fukui.jp/i/

市ホームページ
携帯電話用サイト

http://www.city.ono.fukui.jp/
市ホームページ

市
庁
舎
整
備
基
本
設
計
ま
と
ま
る

市庁舎整備基本設計まと

まる

共に力を合わせて

ふるさとづくり

まちなか循環バス本格運

行開始 / 運転免許自主返

納支援

越前おおの健康づくり計画

基本健診・各種がん検診

越前おおの観光戦略プラン

越前おおの型 食・農業・

農村ビジョン / 越前おお

の食育推進計画

第48回越前大野名水マ

ラソン　など

P２

P６

P７

P８

P９

P10

P11

P12

市民ホールの内観イメージ図

結とぴあオープン
　保健・医療・福祉サービス拠
点施設「結とぴあ」として生ま
れ変わった多田記念大野有終会
館。４月１日、関係者を含む約
200人が出席して、開館記念式
典が開かれました。式典後、開
館を記念したこころを結ぶ「絆」
コンサートでは、車いすのピア
ニスト山崎理恵さんの演奏や手
話サークル「名水」と来場者の合
唱が行われました。子育て支援
センターなどの施設も開放され、
親子連れなどでにぎわいました。

　

市
庁
舎
等
周
辺
整
備
の
基
本
理
念
で
あ
る「
市
民
が
集
い
・
憩
い
・
学
ぶ
」

を
実
現
し
、
市
民
に
親
し
ま
れ
、
長
く
愛
さ
れ
る
庁
舎
を
整
備
す
る
た
め

の
基
本
設
計
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
基
本
設
計
に
基
づ
き
詳
細
な
設
計
を
行
い
ま
す
。
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1
木
の
香
る
内
部
空
間

　
市
内
の
豊
富
な
森
林
資
源
を
生

か
し
、
地
元
産
木
材
を
使
用
し
た

温
か
く
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
内
装
に

し
ま
す
。

2
市
民
が
集
う
心
地
よ
い
空
間

　
市
民
ホ
ー
ル
や
待
合
の
天
井
や

壁
は
、
明
る
い
色
調
に
し
ま
す
。

3
安
全
性
に
配
慮

　
角
の
な
い
丸
み
の
あ
る
仕
上
げ

や
コ
ー
ナ
ー
ガ
ー
ド
を
設
置
し
、

人
と
建
物
の
両
方
を
守
る
安
全
な

内
部
空
間
に
仕
上
げ
ま
す
。

4
将
来
の
変
更
に
対
応

　
事
務
室
は
、
大
き
な
空
間
と
し
、

床
は
Ｏ
Ａ
フ
ロ
ア
を
採
用
す
る
こ

と
で
、
将
来
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更

に
も
対
応
で
き
る
造
り
に
し
ま
す
。

１
階
平
面
計
画

1
活
動
の
交
差
点「
市
民
ホ
ー
ル
」

　
市
民
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
ギ
�

ラ
リ
ー
や
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、さ
ま
ざ
ま
な
展
示
に
よ
り
、

市
民
が
集
い
・
憩
い
・
学
ぶ
場
と

し
ま
す
。

2
結
と
ぴ
あ
と
の
接
続

　
結
と
ぴ
あ
と
多
目
的
広
場
を
南

北
に「
結
通
り
」で
結
び
、
両
施
設

の
連
携
を
高
め
ま
す
。

3
く
つ
ろ
ぎ
の
待
合

　
１
階
中
央
の
待
合
は
、
自
然
の

光
が
あ
ふ
れ
る
ゆ
っ
た
り
と
し
た

明
る
い
空
間
に
し
ま
す
。

4
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
使
い
や
す
く

　
市
民
ホ
ー
ル
近
く
に
透
明
感

の
あ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置

し
、
３
階
ま
で
の
利
便
性
を
高
め

ま
す
。

5
利
用
し
や
す
い
配
置

　
市
民
の
利
用
が
多
い
部
門
を
１

階
に
配
置
し
、
特
に
利
用
度
の
高

い
課
は
、
結
通
り
近
く
に
配
置
し

ま
す
。

内
装
の
考
え
方

１階平面図

外観イメージ図
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２
階
平
面
計
画

　
市
民
の
利
用
が
比
較
的
少

な
い
部
門
を
配
置
し
ま
す
。

事
務
室
は
、
１
階
と
同
様
に

カ
ウ
ン
タ
ー
方
式
を
採
用

し
、
見
通
し
の
良
い
分
か
り

や
す
い
空
間
と
し
ま
す
。

３
階
平
面
計
画

　
議
場
は
、
三
番
通
り
側
と

し
、
天
井
を
高
く
し
、
光
を

取
り
込
ん
だ
空
間
と
し
ま
す
。

　
周
囲
に
は
、
バ
ル
コ
ニ
ー

を
設
け
て
、
市
内
が
展
望
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。

防
災
拠
点
と
し
て

　
災
害
に
備
え
、
３
日
間
連

続
運
転
が
可
能
な
自
家
発
電

設
備
を
設
置
し
ま
す
。
災
害

対
策
本
部
を
迅
速
に
立
ち
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
会
議
室

を
２
階
に
設
置
し
ま
す
。

　
建
物
の
構
造
は
、
耐
震
安

全
性
に
考
慮
し
た
鉄
骨
造
を

採
用
し
ま
す
。

水
平
庇
ひ
さ
し

を
周
囲
に

　
水
平
な
庇
を
建
物
外
周
部

に
設
置
し
、
来
庁
者
を
雨
や

雪
か
ら
守
り
、
建
物
の
長
寿

命
化
を
図
り
ま
す
。

太
陽
光
を

　
　

発
電
に
利
用

　
屋
上
に
太
陽
光
発

電
設
備
を
設
置
し
、
発

電
し
た
電
気
は
、
電

気
自
動
車
の
充
電
に

活
用
し
ま
す
。

雨
水
利
用

　
水
資
源
対
策
の
一

環
と
し
て
、
雨
水
を
た

め
、
ト
イ
レ
の
洗
浄
水

に
活
用
し
ま
す
。

人
に
や
さ
し
く

　
誰
も
が
利
用
し
や

す
い
よ
う
な
機
能
に

も
配
慮
し
ま
す
。

　
・
風
除
室
に
は
、
車

　
い
す
で
も
利
用
し

　
や
す
い
自
動
ド
ア

　
を
設
置
し
ま
す

　
・
各
出
入
口
に
は
イ
ン

　
タ
ー
ホ
ン
を
設
置
し
、
歩

　
行
が
困
難
な
人
を
職
員
が

　
案
内
し
ま
す

　
・
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
に

　
は
、
車
い
す
の
使
用
を

　
考
え
、
低
い
部
分
を
設

　
け
ま
す

　
・
健
常
者
・
障
害
の
あ
る

　
人
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
使

　
用
で
き
る
多
目
的
ト
イ
レ

　
を
設
置
し
ま
す

３階平面図 ２階平面図

水平庇

屋外機置場
明るい自然光を
取り入れるハイサイドライト

議会部門

事務室

事務室

会議室

事務室

議会部門

吹
抜
け

44 2012.5　広報おおの



「
結
と
ぴ
あ
」と
の
連
絡

　
新
庁
舎
と
結
と
ぴ
あ
は
、
屋
根

付
の
廊
下
で
接
続
し
ま
す
。
雨
や

雪
に
濡
れ
る
こ
と
な
く
、
両
施
設

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

だ
れ
に
も
や
さ
し
い

　
　
　
　
　

ア
プ
ロ
ー
チ
　

　
三
番
通
り
に
面
し
た
正
面
に
は

緑
地
を
設
け
、
ゆ
と
り
の
あ
る
正

面
玄
関
と
し
ま
す
。

　
北
側
に
は
、
市
民
用
駐
車
場
を

設
け
、
バ
ス
や
徒
歩
で
来
庁
す
る

人
と
車
の
動
線
を
分
け
て
、
市
民

の
安
全
に
配
慮
し
ま
す
。

使
い
や
す
い
駐
車
場

　
北
玄
関
と
西
玄
関
前
に
は
、
障

害
者
用
駐
車
場
を
含
め
、
市
民
用

駐
車
場
を
ま
と
め
て
確
保
し
ま
す
。

　
西
側
は
、
結
と
ぴ
あ
の
駐
車
場

と
連
携
し
イ
ベ
ン
ト
や
防
災
対
応

が
可
能
な
駐
車
場
と
し
ま
す
。

問
　
庁
舎
整
備
課
整
備
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
０
１
）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度以降

■ 整備スケジュール■ 整備スケジュール

計画関係

設計関係

整備関係

管理運営方法の
検討・決定

管理・運営計画

庁舎整備工事

管理・運営検討
市民利用・窓口・管理検討

現庁舎解体

基本設計 実施設計▼
現在

周辺道路工事 多目的広場整備工事

多目的広場整備計画

配
置
計
画

配置図
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市
民
協
働
推
進

　
　
　

提
案
事
業

　
市
と
市
民
活
動
団
体
な
ど
が
協

働
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。
市
民
協
働
推
進
委

員
会
の
審
査
を
受
け
、
提
案
さ
れ

た
四
事
業
か
ら
二
つ
の
事
業
を
採

択
し
ま
し
た
。

旧
大
野
郡
周
辺
城じ

ょ
う
し址

見
取
り
図
作
成
事
業

　
　
　
　
【
新
規
事
業
】

提
案
団
体
　
小お

や
ま
し
�
う

山
荘
歴
史
の
会

内
容
　
旧
大
野
郡
内
に
あ
る
城
跡

　
遺
跡
の
概
要
を
調
査
し
、
資
料

　
に
ま
と
め
発
行
す
る

効
果
　
城
跡
周
辺
里
山
の
環
境
保

　
全
、
地
域
力
の
向
上

市
の
役
割
　
市
が
保
有
す
る
歴
史

　
資
料
の
提
供
、
助
言

期
間
　
４
月
12
日
�
平
成
25
年

　
３
月
31
日

命
の
水
を
育
む

　

銀
杏
峰
を
癒
し
の
森
に

　
　
　
　
　
【
新
規
事
業
】

提
案
団
体
　
里
山
銀
杏
峰
を
愛
す

　
る
会

内
容
　
銀
杏
峰
周
辺
の
里
山
保
全

　
と
山
頂
付
近
の
高
山
植
物
の
保
全

効
果
　
銀
杏
峰
山
頂
の
貴
重
な
高

　
山
植
物
の
保
護
活
動
に
よ
る
市

　
民
の
環
境
保
全
意
識
の
向
上

市
の
役
割
　
高
山
植
物
の
保
護
な

　
ど
に
つ
い
て
の
情
報
の
提
供
と

　
発
信

期
間
　
５
月
上
旬
�
12
月

越
前
お
お
の

　
　
　

元
気
創
造
事
業

　
市
民
力
・
地
域
力
を
さ
ら
に
向

上
さ
せ
る
た
め
、
市
民
が
自
ら
企

画
す
る
事
業
の
支
援
を
し
ま
す
。

第
参
陣

　

越
前
お
お
の

　
　
　

と
ん
ち
ゃ
ん
祭

　
　
　
　
　
【
継
続
事
業
】

実
施
団
体
　
越
前
お
お
の
と
ん

　
ち
�
ん
を
愛
で
る
会

内
容
　
市
内
外
の
ホ
ル
モ
ン
料
理
店

　
が
結
ス
テ
ー
シ
�
ン
に
終
結
し
、

　
と
ん
ち
�
ん
日
本
一
を
競
う

期
日
　
８
月
４
日
圡
・
５
日
㊐

大
野
少
年
の
翼
Ⅳ

「T
h
e Y
o
u
th
 o
f th

e 
W
in
g C
u
p
 2
0
1
2

」

【
新
規
事
業
】

実
施
団
体
　
大
野
青
年
会
議
所

内
容
　
市
内
外
の
中
学
生
サ
�

　
カ
ー
チ
ー
ム
や
Ｊ
リ
ー
グ
ユ
ー

　
ス
チ
ー
ム
を
招
待
し
た
サ
�
カ
ー

　
大
会
を
開
催
。
期
間
中
、
参
加

　
選
手
同
士
の
交
流
会
や
Ｊ
リ
ー

　
グ
選
手
Ｏ
Ｂ
会
の
サ
�
カ
ー
ク

　
リ
ニ
�
ク
も
同
時
に
開
催
。
元

　
Ｊ
リ
ー
グ
選
手
に
よ
る
市
民
対

　
象
の
講
演
会
も
実
施

期
日
　
８
月
31
日
㊎
�
９
月
３
日
⺼

　
市
で
は
、
元
気
創
造
事
業
に
つ

い
て
、
団
体
の
自
主
的
な
企
画
・

活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
随
時
提

案
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
　
総
務
課
自
治
振
興
室

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
４
５
）

共に力を合わせて
　　　　ふるさとづくり

　
第
五
次
大
野
市
総
合
計
画
の
基
本
施
策
の
一
つ「
共
に
力

を
合
わ
せ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」の
実
現
の
た
め
、
平
成
23

年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
市
民
協
働
推
進
提
案
事
業
と
越
前

お
お
の
元
気
創
造
事
業
。
平
成
24
年
度
の
対
象
事
業
と
し

て
採
択
さ
れ
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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平
成
21
年
10
月
か
ら
試
験
的
に

運
行
し
て
き
た
ま
ち
な
か
循
環
バ

ス
と
乗
合
タ
ク
シ
ー
。

　
今
年
の
４
月
か
ら
本
格
運
行
を

開
始
し
ま
し
た
。
本
格
運
行
後
も

利
用
状
況
な
ど
を
確
認
し
な
が

ら
、
利
用
し
や
す
い
運
行
内
容
に

な
る
よ
う
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

1 

運
行
便
数
と

　
　
運
行
ル
ー
ト
の
見
直
し

　
①
利
用
の
著
し
く
少
な
い
便
を

　
廃
止
し
ま
し
た

　
②
ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
運
行

　
ル
ー
ト
を
一
部
見
直
し
ま
し
た

　
・「
大
野
警
察
署
」か
ら「
あ
っ

　
宝
ん
ど
」の
区
間
を
廃
止
し
、広

　
域
路
線
バ
ス
勝
山
大
野
線
へ
の

　
利
用
転
換

2 

停
留
所
の
新
設

　
　
ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
、
乗
合

　
タ
ク
シ
ー
の
全
路
線
に
停
留
所

　「
結
と
ぴ
あ
」を
新
設
す
る
な

　
ど
、停
留
所
を
新
設
し
ま
し
た
。

3 

ま
ち
な
か
循
環
バ
ス

　
　
　
　
　
回
数
券
の
導
入

　
　
11
枚
つ
づ
り
１
，
０
０
０
円

　
を
車
内
で
販
売
し
ま
す
の
で
、

　
運
転
手
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

4 

乗
合
タ
ク
シ
ー

　
　
　
　
　
　
運
賃
の
改
正

　
　「
２
０
０
円
�
４
０
０
円
」を

　「
３
０
０
円
�
５
０
０
円
」に
改

　
正
。
た
だ
し
、
１
便
で
２
人
以

　
上（
相
乗
り
）の
利
用
が
あ
る
場

　
合
は
、１
人
１
０
０
円
の
割
引
。

　
ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
や
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
時
刻
表
や
利
用
方
法
が

分
か
ら
な
い
と
き
は
、
都
市
計
画

課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
担
当

者
が
説
明
に
行
き
ま
す
。
老
人
ク

ラ
ブ
な
ど
の
団
体
や
集
落
の
集
ま

り
な
ど
へ
も
説
明
に
伺
い
ま
す
。

問
　
都
市
計
画
課
計
画
景
観
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
２
）

ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー

本
格
運
行
開
始

見
直
し
た
内
容

利
用
方
法
を

　
　
案
内
し
ま
す

「まちなか循環バス」愛称を募集
○募集する愛称
　使用する文字は、漢字、ひらがな、カタカナとし、自作で未発表の
ものとします。他の著作権などに触れる場合は無効とします。
○応募方法
　資格は問いません。１人３点までの応募とします。応募用紙に住所、
氏名（ふりがな）、性別、年齢、電話番号、愛称と簡単な説明を記載して、
都市計画課に持参するか郵送、電子メールで応募してください。電子
メールで応募する場合、件名を「まちなか循環バス愛称応募」としてく
ださい。
※用紙は市役所１階総合案内、和泉支所、農林樂舎（城下町東広場内）、
　商工会議所、市観光協会、平成大野屋にあります。市ホームページ
　からも入手できます。
○応募期間　
　５月１日火～31日木（当日消印有効）結果は、ホームページなどで
公表します。
○記念品の贈呈
　愛称が採用された人には、記念品を贈呈します。
○その他
　決定した愛称の著作権などは市に帰属します。全ての応募用紙は返
却しません。応募者の個人情報は、この用途以外の使用や外部への公
表はしません。ただし、愛称が採用された人には、本人の同意を得た
上で、氏名などを公表します。
問　都市計画課計画景観係（☎66・1111 内線352）
　　電子メール　toshikei@city.fukui-ono.lg.jp

運転免許の自主返納を支援
～循環バス・乗合タクシー・市営バスを３年間無料に～

　４月から、次の条件を満たす運転免許証自主返納者に対して、まちな
か循環バスと乗合タクシー、市営バスの無料乗車券を交付します。

対象　市に住民登録または外国人登録のある満65歳以上で、平成23年４月１
　日以降に運転免許証を自主返納した人
内容　まちなか循環バスと乗合タクシー、市営バスに３年間無料で乗車できます
申請方法　自主返納した日から１年以内に、運転免許取消通知書の写しと写真
　１枚（３㌢×2.5㌢）を添えてくらし環境課に申請する。ただし、平成23年４
　月１日から平成24年３月31日までに自主返納した人は、自主返納の翌日か
　ら１年３カ月以内に申請が必要
利用方法　まちなか循環バスなどを下車するときに「大野市バス無料乗車券」を
　運転手に提示し、利用者の氏名を記入した「大野市バス無料利用券」を運転手
　に渡す
問　くらし環境課市民生活係（☎66・1111 内線291）
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市
で
は
、
全
て
の
市
民
が
、
元

気
で
心
豊
か
に
、
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
越
前

お
お
の
健
康
づ
く
り
計
画「
第
２

次
健
康
お
お
の
21
」を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、「
生
涯

現
役
、
元
気
な
大お

お
の
び
と

野
人
」を
目
指

し
て
、
脳
卒
中
、
心
疾
患
、
が
ん
、

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
減

少
に
向
け
て
健
康
づ
く
り
の
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。
計
画
期
間

は
平
成
24
年
度
か
ら
28
年
度
の
５

年
間
で
す
。

　
推
進
項
目
は「
運
動
」、「
食
事
」、

「
た
ば
こ
」、「
休
養
・
こ
こ
ろ
」、

「
歯
」を
５
本
の
柱
と
し
て
、
具
体

的
な
目
標
数
値
を
設
定
し
、
市
医

師
会
・
市
歯
科
医
師
会
な
ど
の
関

係
機
関
、
団
体
と
連
携
・
協
働
し

て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
平
成
28

年
度
ま
で
の
目
標
を
目
指
し
て
、

市
民
一
人
一
人
が
力
を
合
わ
せ
て

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　「
健
康
お
お
の
21
」に
つ
い
て

は
、
保
健
推
進
員
に
よ
る
地
域
健

康
づ
く
り
事
業
や
各
種
団
体
が
実

施
す
る
健
康
教
室
な
ど
に
、
保
健

師
や
管
理
栄
養
士
が
出
向
き
集
落

単
位
で
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
希
望
が
あ
る
場
合
は
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問
　
健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
係

　（
☎
66
・
６
６
３
１
）

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
！

越
前
お
お
の
健
康
づ
く
り
計
画

運動「運動でいい汗を」1
運動を習慣にする人を増やす 平成22年度

実績値
平成28年度

目標値

①週１回以上運動する人を増やす
　※週に１回以上運動している人の割合 34.2㌫ 40㌫以上

②適正体重の人を増やす
　※体格指数が25以上（肥満）の人の割合

男 23.7㌫
女 19.9㌫

男 20㌫以下
女 19㌫以下

③メタボリックシンドロームを認知している
　人を増やす
　※認知している人の割合

74.4㌫ 80㌫以上

食事「野菜たっぷりで味付けは薄めに」2
食事の取り方に配慮する人を増
やす

平成22年度
実績値

平成28年度
目標値

①塩分摂取量を減らす
　※塩分摂取量要改善者の割合 23.1㌫ 23㌫以下

②甘い物を多く取る人を減らす
　※甘い物を多く取る人の割合 34.4㌫ 30㌫以下

③緑黄色野菜を毎日食べる人を
　増やす
　※緑黄色野菜を毎日食べる人
　　の割合

51.8㌫ 52㌫以上

④栄養バランスに配慮した食生
　活を送る人を増やす
　※栄養バランスに配慮した人
　　の割合

− 60㌫以上

4

ストレスと上手に付き合い、こ
ころの健康づくりを推進する

平成22年度
実績値

平成28年度
目標値

①最近１カ月でストレスを感じ
　た人を減らす
　※ストレスを感じた人の割合

40.5㌫ 40㌫以下

②こころの健康に関する講座の
　回数を増やす
　※講座の回数

８回
（市実施分） 10回以上

休養・こころ
　「休養でこころも体もリフレッシュ」

たばこ「禁煙で周りの人の
　健康も守りましょう」

3

禁 煙、 分 煙 を 徹 底 し、
タバコによる健康被害
を少なくする

平成22年度
実績値

平成28年度
目標値

①成人の喫煙率を下げる
　※成人の喫煙者の割合

男 28.6㌫
女   6.1㌫

男 25㌫以下
女   6㌫以下

②禁煙、分煙対策に取
　り組む施設を増やす
　※公共の場における
　　 実施割合

公共施設・
医療機関

100㌫
100㌫

歯「60歳で24本以上の歯を」5
高齢になっても自分の
歯で食事ができる人を
増やす

平成22年度
実績値

平成28年度
目標値

①55歳〜64歳で残存歯
　が24本以上ある人を
　増やす
　※歯が24本以上の人
　　 の割合

48.2㌫
（55〜64歳） 50㌫以上

②年に１回以上歯科検
　診を受ける人の割合
　を増やす
　※歯科検診を受ける
　　人の割合

15.9㌫ 30㌫以上
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次
の
年
齢
の
人
は
、
左
の
健
診

な
ど
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
特
定
健
診（
受
診
券
に
無
料
と

　
表
示
）

　
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、

平
成
23
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
24

年
４
月
１
日
ま
で
に
40
歳
、45
歳
、

50
歳
、
55
歳
、
60
歳
、
65
歳
、
70

歳
に
な
っ
た
人

・
子
宮
が
ん
検
診

　
平
成
23
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

24
年
４
月
１
日
ま
で
に
20
歳
、
25

歳
、
30
歳
、
35
歳
、
40
歳
に
な
っ

た
人

・
乳
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
・

　
肝
炎
検
査

　
平
成
23
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

24
年
４
月
１
日
ま
で
に
40
歳
、
45

歳
、
50
歳
、
55
歳
、
60
歳
に
な
っ

た
人

・
基
本
健
診
や
が
ん
検
診
の
対
象

　
に
な
る
人
に
は
、
５
月
か
ら
各

　
地
区
の
集
団
健
診
実
施
日
に
合

　
わ
せ
て
、
順
次
受
診
券
を
郵
送

　
し
ま
す
。
受
診
日
ま
で
大
切
に

　
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
※
こ
の

　
受
診
券
は
集
団
健
診
の
ほ
か
に

　
個
別
で
医
療
機
関
の
受
診
が
で

　
き
ま
す
。
た
だ
し
、
40
歳
未
満

　
の
人
の
基
本
健
診
は
集
団
健
診

　
の
み
で
す
。

・
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
、
大
腸
が

　
ん
検
診
を
無
料
で
受
診
す
る
こ

　
と
が
で
き
る
年
齢
の
人
に
は
、

　
５
月
中
旬
ご
ろ
、
別
に
ク
ー
ポ

　
ン
券
が
届
き
ま
す
。

・
健
診
を
受
診
す
る
と
き
に
は
、必

　
ず
受
診
券
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

・
乳
が
ん
の
集
団
検
診
は
、
検
診

　
バ
ス
の
都
合
で
定
員
が
１
日
45

　
人
に
な
り
ま
す
。

・
４
月
１
日
以
降
に
国
民
健
康
保

　
険
に
加
入
し
、
健
診
を
希
望
す

　
る
40
歳
以
上
の
人
は
、
受
診
券

　
を
送
り
ま
す
の
で
、
市
民
課
ま

　
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
健
診
の
日
程
と
会
場
は
、
本
紙

の
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
　
健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
係

　（
☎
66
・
６
６
３
１
）

　
市
民
課
保
険
年
金
係

　（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
７
）

見　本

912-00××

５
月
15
日
か
ら
基
本
健
診
・

　
　
　

各
種
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す

　

年
に
１
度
の
健
診
は
、
自
分
の
体
を
知
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

自
分
自
身
の
た
め
、
家
族
の
た
め
に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

受
診
券
・
ク
ー
ポ
ン
券
の
発
送
時
期

受
診
の
注
意

日
程
と
会
場

特
定
年
齢
の
人
は
無
料
に

　市では、財団法人自治総合センターの助成を受けて、身体
障害者用車いすリフト車を購入しました。市内の車いすが必
要な障害者やお年寄りなどの機能回復訓練や通院などの移動
手段として利用します。

宝くじコミュニティ助成
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地域資源の魅力の向上
　基本施策① 「越前おおの」の自然の魅力を磨く
　　　　　② 「越前おおの」の歴史・文化の魅力を磨く
　　　　　③ 「越前おおの」の食の魅力を磨く

基本戦略１

魅力の発信と情報の収集
　基本施策⑦ 観光客ニーズの把握　
　　　　　⑧ 親切で分かりやすい情報の発信
　　　　　⑨ 誘客宣伝活動の充実

基本戦略３

滞在型観光の推進
　基本施策⑩ ゆっくり歩いて楽しめるまちなか観光の推進
　　　　　⑪ 越前おおの型エコ・グリーンツーリズムの推進
　　　　　⑫ 四季の魅力を生かした観光地づくり

基本戦略４

もてなしの心の醸成
　基本施策④ 心地よくお迎えする「もてなしの心」の醸成
　　　　　⑤ 心地よくお迎えするもてなし体制の整備
　　　　　⑥ 心地よくお迎えするための環境づくり

基本戦略２

農林樂舎と農業再生協議会が移転しました

～磨き上げよう大野の宝、深めようふれあい交流を～
　人、歴史、文化、伝統、自然環境、食などの「越前おおの」ならで
はの豊富な地域資源を「越前おおのブランド」としてさらに磨き上
げ、人情味あふれるもてなしの心で、訪れる人とふれあいと交流を
深めることで、観光客が何度も訪れる「越前おおの」を目指します。

蕨生里神楽

岩倉市さくらまつり 越前おおの冬物語

基本理念

広域観光交流の拡大
　基本施策⑬ 広域圏による観光の推進
　　　　　⑭ ゆかりのある地域との観光
　　　　　　 交流の推進

基本戦略５

越
前
お
お
の
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

　

平
成
19
年
３
月
に
策
定
し
て
か
ら
５
年
が

経
過
し
た「
越
前
お
お
の
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
」。

平
成
24
年
度
か
ら
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と

す
る
新
た
な
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ン
は
、
基
本
理
念
の
下
に
五
つ
の
基

本
戦
略
と
14
の
基
本
施
策
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　市役所庁舎内にあった「一般財団法人　越前おおの農林樂舎」と「大野
市農業再生協議会」が、４月から城下町東広場に移転しました。市農業
再生協議会の事務（戸別補償制度など）を、越前おおの農林樂舎が担当す
ることになりました。
所在地　大和町３番７号（城下町東広場内）
越前おおの農林樂舎　（☎66・1141 FAX66・1142）
農業再生協議会　（☎64・5562　64・5563）

問　観光振興課観光企画係
　　（☎66・1111内線162）
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平
成
24
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で

５
年
間
の
農
業
施
策
の
基
本
的
な

方
向
性
を
定
め
た「
越
前
お
お
の

型 
食
・
農
業
・
農
村
ビ
ジ
�
ン
」

を
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成

19
年
３
月
に
策
定
し
た
ビ
ジ
�
ン

を
改
訂
し
た
も
の
で
、
基
本
理
念

と
五
つ
の
基
本
方
針
を
定
め
て
、

農
業
・
農
村
の
活
性
化
と
農
業
振

興
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

１
　
農
業
・
農
村
の
活
性
化

　
平
成
21
年
度
に
実
施
し
た
農
村

集
落
カ
ル
テ
に
基
づ
い
た
施
策
を

推
進
し
、中
山
間
地
区
の
活
性
化
、

エ
コ
・
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
に
よ
る
農
業
と
農
村
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

２
　
多
様
な
経
営
体
の

　
　
　
共
生
に
よ
る
農
業
の
振
興

　
多
様
な
担
い
手
の
確
保
と
育
成

に
努
め
、農
業
収
益
を
向
上
さ
せ
、

畜
産
を
振
興
す
る
な
ど
農
業
の
振

興
を
図
り
ま
す
。

３
　
農
産
物
の
総
ブ
ラ
ン
ド
化

　
環
境
調
和
型
農
業
を
推
進
し
、

大
野
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
特
産

作
物
の
生
産
促
進
、
加
工
開
発
や

販
路
拡
大
で
総
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図

り
ま
す
。

４
　
農
地
の
適
正
な
管
理
と

　
　
　
　
　
　
農
業
基
盤
の
整
備

　
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
な
ど

優
良
農
地
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
土
地
改
良
事
業
な
ど
の
農
業

基
盤
を
整
備
し
ま
す
。

５
　
鳥
獣
被
害
の
な
い
里
づ
く
り

　
鳥
獣
被
害
の
軽
減
対
策
や
地
域

ぐ
る
み
で
の
対
策
を
推
進
し
、
鳥

獣
被
害
の
な
い
里
づ
く
り
を
図
り

ま
す
。

問
　
農
業
農
村
振
興
課

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
１
１
）

越
前
お
お
の

１.「みんなで食守！笑顔でいただきます」運動の推進
　　　市民一人一人が「食育」を考える機会を提供します
２.  規則正しい食生活習慣の定着
　　　子どもから高齢者まで全ての人が、規則正しい食生活習慣を身に付けることができるような取り組みを 
　　実践します
３.  伝承料理などの食文化の普及と伝承
　　　地産地消や子どもたちの体験交流事業を通して、伝承料理などの食文化の普及と伝承に取り組みます
４.  感謝の心を育む
　　　自然や生産者に対する感謝の心や「食」を大切にする心を育てるとともに、自然環境の保全や環境調和
　　型農業を推進します

基本理念は「食守」

「食守」推進の基本目標

「越前おおの型 食・農業・農村ビジョン」

基本理念
「越前おおの型農業」
の持続的発展

　市では、これまで本市が持

つ豊かな農地や自然から育ま

れる農産物を守り育てながら

進める農業を、「越前おおの型

農業」として農業施策を実施し

てきました。

　今後は、これらを引き継ぎな

がら、食・農業・農村の状況に

対応した施策を進め、農業者の

所得向上につなげるとともに、

農業・農村の活性化に向けた「越

前おおの型農業」の持続的な発

展を図っていきます。

食
育
推
進
計
画

　「食育」推進の担い手となる「市民、家庭、地域、学校、生産者、行政」などの「食」を守る者が、「食育」
の推進によって「健康・身体、文化・伝統、環境、産業」などを「食」で守るという考え方を「食守（しょ
くもり）」と定義し、この「食守」を市独自の基本理念として「食育」を推進していきます。

　

市
で
は
、
平
成
19
年
３
月
に

「
越
前
お
お
の
食
育
推
進
計
画
」

を
策
定
し
、「
食
」に
つ
い
て
の

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
計
画
策
定
か
ら

５
年
が
経
過
。「
食
育
」の
実
践

を
促
進
し
、
心
身
の
健
康
を
維

持
す
る
だ
け
で
な
く
、
活
力
に

満
ち
た
地
域
社
会
、
生
涯
現
役

社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の「
食
育
」の
推
進

成
果
と「
食
」の
課
題
を
踏
ま

え
、
平
成
24
年
度
か
ら
28
年
度

ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と

す
る
新
し
い
食
育
推
進
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

問　

農
業
農
村
振
興
課

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
１
１
）
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大会当日 ご協力と沿道で声援を

午前6時00分～午後0時15分　通行止め（マラソンのため）
午前7時00分～正午　通行止め（七間朝市のため）
午前8時15分～午後0時15分　通行止め（マラソンのため）

の箇所は通り抜けできません

ランナーが横断する９時20分ごろから11時30ごろは、通行が
困難になります回り道に協力を

市役所 図書館

銀行

消防署
有終会館

保健センター

開成中

GS

小山小

上舌交差点

大野高校

スーパー
マーケット

有終
南小

信用金庫

篠座神社

かえで通りかえで通り

七間通り七間通り

石灯籠通り石灯籠通り二
番
通
り

三
番
通
り

四
番
通
り

五
番
通
り

寺
町
通
り

進
行

←

直
進
可

←

進
行

直
進
可

結ステーション

結ステーション

めいりん亀山

国
道
1
5
8
号

三
番
通
り

市民グラウンド

トンネル

越
前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン

５
月
27
日
日 

号
砲

第
48
回

■
交
通
規
制
に
ご
協
力
を

　

下
の
図
の
と
お
り
交
通
規
制
を

行
い
ま
す
。
通
行
の
際
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　

前
回
大
会
か
ら
会
場
と
コ
ー
ス

の
変
更
に
伴
い
、
六
間
通
り
や
三

番
通
り
の
一
部
も
通
行
止
め
に
な

り
ま
す
。

■
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

　

大
会
当
日
、
会
場
の
越
前
お
お

の
結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
エ
キ
サ
イ

ト
広
場
や
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
の

臨
時
駐
車
場
間
で
、
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
。
選
手
や
応
援

す
る
皆
さ
ん
は
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
利
用
し
、
余
裕
を
持
っ
て
早
め

に
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

　

大
会
会
場
や
学
び
の
里﹁
め
い
り

ん
﹂に
は
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。

行
き  

午
前
６
時
45
分
～
８
時
15
分

　
︵
選
手
受
付
時
間
は
午
前
７
時
～
８

　

時
30
分
︶

帰
り  

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

問　

実
行
委
員
会
事
務
局
︵
ス
ポ
ー

　

ツ
課
内
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

　

５
３
１
︶

■
ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
一
部
運
休

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
当
日
の
午
前
中

は
、
ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
を
運
休

し
ま
す
。
午
後
か
ら
は
、
通
常
通

り
運
行
し
ま
す
。

問　

都
市
計
画
課
計
画
景
観
係

　
︵
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
２
︶
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市
で
は
、
災
害
時
の
情
報
伝
達

手
段
と
し
て
平
成
23
年
度
か
ら
デ

ジ
タ
ル
同
報
系
防
災
行
政
無
線
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
整
備
が

完
了
し
た
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
44
局

で
４
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
し

た
。
最
終
的
に
は
１
１
４
カ
所
の

ス
ピ
ー
カ
ー
局
で
、
災
害
時
の
避

難
勧
告
な
ど
の
重
要
な
防
災
情
報

を
素
早
く
市
内
全
域
に
放
送
し
ま

す
。
平
常
時
は
市
か
ら
の
行
政
情

報
の
放
送
に
活
用
し
ま
す
。

①
確
実
に
広
域
へ
情
報
を
伝
達

　
避
難
所
に
指
定
し
て
い
る
小
中

学
校
や
公
園
な
ど
に
設
置
す
る
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
局
と
公
共
施
設
な

ど
に
設
置
す
る
戸
別
受
信
機
で
、

市
内
全
域
に
迅
速
に
情
報
を
伝
え

ま
す
。
音
声
放
送
や
サ
イ
レ
ン
に

よ
る
放
送
が
広
範
囲
で
可
能
に
な

り
、
一
斉
に
災
害
情
報
や
行
政
情

報
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

②
最
新
機
能
で
有
効
活
用

　
音
声
合
成
装
置
を
使
っ
た
聞
き

取
り
や
す
い
放
送
を
行
う
ほ
か
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ-

Ａ

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）と
連
動
し
、
国
が
発

信
す
る
緊
急
地
震
速
報
や
ミ
サ
イ

ル
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
速
や

か
に
放
送
し
ま
す
。

③
和
泉
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
と
も
連
動

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
和
泉
地
区

の
告
知
放
送
シ
ス
テ
ム
と
連
動

し
、
地
区
全
域
に
同
じ
情
報
を
伝

達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　
防
災
防
犯
課
防
災
防
犯
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
６
２
）

44
カ
所
に
設
置
済

さ
ま
ざ
ま
な情

報
伝
達
手
段

デ
ジ
タ
ル
同
報
系
防
災
行
政
無
線

　
　
　
　
　
　
　
一
部
運
用
を
開
始

設置場所

31　横枕地係

32　堂本ふれあい会館

33　友江生活改善センター

34　中保集落センター

35　菖蒲池結和館

36　菖蒲池地区公園

37　犬山集落センター

38　鍬掛ふれあい会館

39　上据ふれあい会館

40　森政地頭生活改善センター

41　下郷公民館

42　中据生活改善センター

43　下据生活改善センター

44　吉公民館

16　駅東公園

17　中挾公園

18　資
し も の さ と

母郷公園

19　きよたき公園

20　中ノ堂公園

21　東中公園

22　大橋水位観測所

23　泉町地係

24　亀山集会所

25　上中野集会所

26　西市白山神社

27　太田生活改善センター

28　東大月ふれあい会館

29　中津川ふれあい公園

30　南新在家集落センター

１　学びの里「めいりん」

２　有終南小学校

３　有終東小学校

４　小山小学校

５　乾側小学校

６　下庄小学校

７　上庄小学校

８　阪谷小学校

９　富田小学校

10　開成中学校

11　陽明中学校

12　上庄中学校

13　青少年教育センター

14　旧老人福祉センター

15　亀山公園
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▼
秘
書
政
策
局
長（
兼
）
庁
舎
整

備
課
長
・
田
中
雄
一
郎
▼
産
業

経
済
部
長
・
羽
田
年
也
▼
建
設
部

長
・
佐
子
重
夫
▼
議
会
事
務
局

長
・
山
村
正
人
▼
教
育
委
員
会

事
務
局
長
・
金
子
正
義︻
県
派
遣

職
員
の
併
任
解
除
︼長
谷
川
雅
人

（
産
業
経
済
部
長
）下
村
直
人（
建

設
部
理
事
）

▼
秘
書
政
策
局
▽
秘
書
課
長
・

西
川
千
鶴
代
▽
行
政
戦
略
課
長

（
兼
）ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
長
・
加
藤

正
幸
▽
情
報
広
報
課
長
・
山
田
一

郎
▼
総
務
部
▽
総
務
課
長（
兼
）自

治
振
興
室
長
・
國
枝
勢
津
子
▽
防

災
防
犯
課
長
・
南
和
弘
▼
市
民
福

祉
部
▽
く
ら
し
環
境
課
長（
兼
）浄

化
セ
ン
タ
ー
所
長
・
佐
々
木
清
一

▽
福
祉
こ
ど
も
課
長（
兼
）地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
・
畑
中

六
太
郎
▽
健
康
長
寿
課
長（
兼
）保

健
セ
ン
タ
ー
所
長
・
井
川
鋭
子
▽

和
泉
診
療
所
長
・
堀
口
昌
克
▼
産

業
経
済
部
▽
産
業
振
興
課
長（
兼
）

中
心
市
街
地
活
性
化
室
長（
兼
）ふ

る
さ
と
公
園
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

ド
所
長（
兼
）職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

所
長
・
嶋
田
敏
文
▽
観
光
振
興
課

長
・
米
津
源
一
▼
建
設
部
▽
建
設

課
長（
兼
）
湧
水
再
生
対
策
室
長

（
兼
）防
雪
基
地
管
理
棟
管
理
者
・

砂
村
秀
成
▽
幹
線
道
路
課
長
・
末

永
勝
士
▼
教
育
委
員
会
事
務
局

▽
社
会
教
育
課
長（
兼
）視
聴
覚
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー（
兼
）生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
館
長
・
田
中
一
郎
▽
文
化
課

長（
兼
）文
化
会
館
長
・
東
方
嘉
浩

▽
ス
ポ
ー
ツ
課
長（
兼
）国
体
準
備

室
長（
兼
）Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

所
長
・
長
谷
川
幸
雄
▼
消
防
本
部

▽
通
信
指
令
課
長
・
反
保
昭
雄︻
県

派
遣
職
員
の
併
任
解
除
︼銅
愛（
和

泉
診
療
所
長
）

▼
秘
書
政
策
局
▽
行
政
戦
略
課

課
長
補
佐（
兼
）ブ
ラ
ン
ド
推
進

室
次
長
・
吉
田
克
弥
▽
情
報
広
報

課
課
長
補
佐
・
山
田
明
美
▼
総
務

部
▽
総
務
課
課
長
補
佐
・
加
藤

嘉
一
▽
財
政
課
課
長
補
佐
・
真

田
正
幸
▽
防
災
防
犯
課
課
長
補

佐
・
前
田
伸
治
▼
市
民
福
祉
部

▽
く
ら
し
環
境
課
課
長
補
佐（
市

民
生
活
・
環
境
担
当
）・
櫻
井
早

苗
▽
く
ら
し
環
境
課
課
長
補
佐

（
衛
生
担
当
）衛
生
係
長
事
務
取

扱
・
山
村
英
幸
▽
福
祉
こ
ど
も

課
課
長
補
佐（
社
会
福
祉
担
当
）・

坂
井
八
千
代
▽
福
祉
こ
ど
も
課

課
長
補
佐（
こ
ど
も
家
庭
担
当
）・

亀
井
宗
子
▽
健
康
長
寿
課
課
長

補
佐（
保
健
医
務
・
健
康
づ
く
り

担
当
）・
尾
嶋
里
子
▽
健
康
長
寿

課
課
長
補
佐（
長
寿
・
介
護
予
防

担
当
）横
田
晃
弘
▽
春
日
保
育
園

長
・
南
居
光
枝
▼
産
業
経
済
部

▽
産
業
振
興
課
課
長
補
佐（
兼
）中

心
市
街
地
活
性
化
室
次
長
・
中
村

吉
孝
▼
建
設
部
▽
湧
水
再
生
対
策

室
次
長
・
帰
山
寿
章
▽
上
水
道
課

課
長
補
佐
・
清
水
悦
朗
▽
下
水
道

課
課
長
補
佐
・
林
広
二
郎
▽
会
計

課
課
長
補
佐（
会
計
係
長
事
務
取

扱
）・
齊
藤
嘉
代
▼
教
育
委
員
会

事
務
局
▽
教
育
総
務
課
課
長
補

佐（
庶
務
・
施
設
担
当
）
施
設
係

長
事
務
取
扱
・
山
田
靖
子
▽
教
育

総
務
課
課
長
補
佐（
指
導
担
当
）・

土
藏
清
治
▽
小
山
幼
稚
園
教
頭
・

松
田
ゆ
り
子
▽
上
庄
幼
稚
園
教

頭
・
榊
原
雪
江
▽
大
野
公
民
館

長
・
佐
々
木
伸
治

市
の
人
事
異
動
と
消
防
の
機
構
改
革

　

４
月
１
日
付
け
で
、
一
部
機
構
の
見
直
し
と
総
勢
２
２
１
人
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

異
動
の
内
容
は
、
部
長
級
５
人
、
課
長
級
17
人
、
課
長
補
佐
級
28
人
、
係
長
級
45
人
、
主
査
級

62
人
、
主
事
級
40
人
、
業
務
職
員
24
人
で
す
。

部　
長　
級

課　
長　
級

課
長
補
佐
級
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▼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
次

長
・
田
原
祐
子
▼
消
防
本
部
▽

総
務
課
課
長
補
佐（
庶
務
財
政
担

当
）・
藤
田
康
司
▽
予
防
課
課
長

補
佐（
予
防
指
導
担
当
）・
仲
井
太

▽
警
防
課
課
長
補
佐（
救
急
救
助

担
当
）鳥
山
智
之
▽
通
信
指
令
課

課
長
補
佐
・
猪
野
則
夫
▽
和
泉
分

遣
所
所
長
・
多
田
和
明︻
県
教
育

委
員
会
派
遣
職
員
の
併
任
解
除
︼・

大
石
貴
昭

▼
総
務
部
▽
税
務
課
・
坪
内
賢
介
・

西
川
菜
央
▼
市
民
福
祉
部
▽
市
民

課
・
堀
利
考
▽
福
祉
こ
ど
も
課
・

眞
柄
太
作
・
山
内
晶
世
▽
健
康
長

寿
課
・
村
中
克
枝
▽
和
泉
診
療
所
・

印
牧
千
晶
▼
建
設
部
▽
建
設
課
・

宮
前
寛
人
▽
都
市
計
画
課
・
久
保

勝
哉
▼
消
防
本
部
▽
県
消
防
学
校

派
遣
・
田
中
奈
美
紀

藤
森
勉（
秘
書
政
策
局
長
）辻
忠
信

（
建
設
部
長
）中
村
浩
一（
議
会
事
務

局
長
）宮
下
真
一（
教
育
委
員
会
事

務
局
長
）廣
瀬
吉
隆（
社
会
福
祉
課

長
）松
田
輝
治（
児
童
福
祉
課
長
）中

山
継
男（
観
光
振
興
課
長
）島
田
博

明（
社
会
教
育
課
長
）小
林
育
子（
文

化
課
長
）帰
山
つ
ゆ
子（
春
日
保
育

園
長
）辻
久
美
子（
上
庄
幼
稚
園
教

頭
）斉
藤
博
子（
春
日
保
育
園
指
導

保
育
士
）稲
郷
一
朗（
観
光
振
興
課

施
設
係
長
）禅
定
知
子（
和
泉
診
療

所
）佐
藤
凉
江（
春
日
保
育
園
）黒
田

美
恵
子（
尚
徳
中
学
校
）

23
年
度
予
算
の
補
正

　
一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

で
２
億
６
２
７
９
万
３
０
０
０

円
を
減
額
。
補
正
後
の
累
計
は
、

１
８
５
億
４
６
０
６
万
７
０
０
０

円
、
前
年
度
同
期
比
３
�
２
�
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、▼
社
会

福
祉
施
設
の
改
修
に
係
る
経
費
の

一
部
補
助
に
36
万
８
０
０
０
円
▼

地
域
ぐ
る
み
雪
下
ろ
し
支
援
事
業

に
３
０
０
万
円
▼
農
業
体
質
強
化

基
盤
整
備
促
進
事
業
に
１
億
３
０

０
万
円
▼
消
防
団
安
全
対
策
設
備

整
備
事
業
に
１
１
４
８
万
２
０
０

０
円
な
ど
で
す
。

特
別
委
員
会
を
廃
止

　「
庁
舎
等
建
設
特
別
委
員
会
」

は
、
今
年
度
か
ら
庁
舎
建
設
の
実

施
設
計
に
入
る
こ
と
か
ら
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

人
事
案
件
に
同
意

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

　
つ
い
て
同
意
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

　
神
田
泰
淳（
今
井
）、
萩
原
勢
子

　（
泉
町
）、
表
秀
信（
朝
日
）

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

　
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
が
な

　
さ
れ
ま
し
た
。

　
固
定
資
産
評
価
委
員（
敬
称
略
）

　
池
端
保（
牛
�
原
）

退
職
者︵
３
月
31
日
付
︶

新　
採　
用

消防の機構を見直し
　消防ニーズの多様化に対応し、事務の効率化を図
るため、消防本部・署の組織を一部改編しました
・通信司令室を通信指令課に改編
　警防課に所属していた通信司令室を分離し、消防
　無線デジタル化と情報処理の一元化を図ります
・予防課予防指導係に統合
　予防事務の効率化を図るため、予防課内の査察指
　導係と予防係を統合しました
・警防課警備係を救急救助係に改名
　増加する救急・救助事案に対応し係の名称を変更
　しました
・総務課に施設整備係を設置
　消防施設、設備の計画的整備や管理を行うために
　施設整備係を設置します
・和泉分遣所勤務体制の強化
　和泉地区で、平日の日中の消防力を確保するため
　３人から４人での勤務体制とします
　※市の機構については、４月号でお知らせしたと
　　おりです

定例
市議会

24年度当初予算案や
　23年度補正予算案などを可決

　第379回市議会定例会が３月５日から26日まで開かれました。169億9700万円の

平成24年度一般会計予算案など46議案と、「環太平洋戦略的経済連携協定（TPP）交渉

への参加反対に関する意見書」の市会案などを審議。いずれも提案どおり可決・承認・

同意されました。平成24年度当初予算の内容は、４月号でお知らせしています。

築城430年祭記録DVD売上金を復興に
　平成22年３月から平成23年２月まで実施した越前大野城築城430年祭を記録
したDVDの売上金52万7000円を全額「大槌町復興支援の会」を通じて寄付しま
した。
　大槌町復興支援の会は、イトヨの研究を通じて本市と交流のある岩手県大槌町
を支援しようとイトヨの里の森誠一館長らが中心となって発足、募金活動や支援
物資の送付などの支援活動を行っています。
問　観光振興課観光企画係（☎66・1111内線162）
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